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漢
文
読
解
の
急
所
　文
法
実
力
診
断

必
修
テ
ー
マ

　【漢
文
】

学習時間

20分

テ
ー
マ
を
学
ぶ
意
義

■
句
形
の
知
識
は
基
本
中
の
基
本
！

　
い
く
ら
英
単
語
を
覚
え
て
も
構
文
の
知
識
が
な
い
と
う
ま
く
訳
せ
な
い
よ
う
に
、

漢
文
も
言
葉
の
意
味
を
覚
え
た
だ
け
で
は
読
解
で
き
な
い
。
英
語
の
構
文
に
あ
た
る

の
が
、
漢
文
の
句
形
で
あ
る
。
高
校
の
授
業
で
一
通
り
習
う
知
識
だ
が
、
い
か
ん
せ

ん
数
が
多
い
の
で
、
す
べ
て
を
完
璧
に
覚
え
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
毎
月
二

回
目
の
必
修
テ
ー
マ
で
は
主
要
な
句
形
を
取
り
上
げ
て
お
さ
ら
い
を
し
て
い
こ
う
。

到
達
目
標

■
自
分
の
苦
手
な
句
形
、
得
意
な
句
形
を
知
ろ
う
！

　
句
形
の
種
類
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
を
用
意
し
た
の
で
、
知
識
の
抜
け
漏
れ
が

な
い
か
、
確
認
し
よ
う
。

■
早
い
う
ち
に
苦
手
な
句
形
を
克
服
し
て
お
こ
う
！

　
入
試
が
近
づ
い
て
く
る
と
問
題
演
習
に
時
間
を
と
ら
れ
て
し
ま
い
、
基
礎
事
項
の

確
認
に
は
な
か
な
か
時
間
が
割
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
時
間
の
あ
る
今
の
う
ち
に

苦
手
な
句
形
を
見
極
め
て
、『SPEED

攻
略
10
日
間
　
国
語
　
漢
文
』
や
『
文
脈

で
学
ぶ
　
漢
文
　
句
形
と
キ
ー
ワ
ー
ド
』（
い
ず
れ
も
Ｚ
会
出
版
）
な
ど
の
文
法
書

や
ド
リ
ル
で
対
策
し
て
お
こ
う
。

T1T2H1H2K1K2K3K5

全
体
像
を
押
さ
え
よ
う

K10K11H3H4H5H6

チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

■
パ
ー
ト
Ａ

次
の
各
文
は
訓
点
を
省
い
て
い
る
。
す
べ
て
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

①
吾
当
去
此
。

　〔 

〕

②
築
台
於
邯か

ん

鄲た
ん

。

　〔 

〕

③
将
伝
之
於
同
好
。

　〔 

〕

④
無
功
而
有
大
利
者
也
。

　〔 

〕

⑤
不
宜
伐
我
。

　〔 

〕

チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

■
パ
ー
ト
Ｂ

次
の
各
文
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。
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①
非
㆑

昼
、
莫
㆓

敢
進
㆒。

　〔 

〕

②
決
不
㆑

可
㆑

前す
す
ム。

　〔 

〕

③
諸
将
不
㆓

敢
不
㆒㆑

尽
㆑

力
。

　〔 

〕

④
国
未
㆓

嘗
不
㆒㆑

栄
也
。

　〔 

〕

⑤
遂
不
㆓

復
反か

へ
㆒。

　〔 

〕

チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

■
パ
ー
ト
Ｃ

次
の
各
文
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

①
夫ふ

う

子し

無
㆑

所
㆑

欲
㆑

言
乎
。

　〔 
〕

②
子
盍
㆑

授
㆑

宝
。

　〔 

〕

③
誰
能
得
㆑

之
。

　〔 

〕

④
為
㆑

之
奈
何
。

　〔 

〕

⑤
余
焉
能
戦
。

　〔 

〕

チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

■
パ
ー
ト
Ｄ

次
の
各
文
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

①
吏
令
㆓

人
作
㆒㆑

米
。

　〔 

〕

②
為
㆓

王
所
㆒㆑

重
。

　〔 

〕

③
天
遣
㆓

此
君
㆒

作
㆑

詩
。

　〔 

〕

④
有
㆑

功
亦
誅
。

　〔 

〕

⑤
不
㆑

信
㆓

乎
朋
友
㆒。

　〔 

〕

■
パ
ー
ト
Ｅ

次
の
各
文
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

①
周
公
不
㆑

如
㆓

太
公
之
賢
㆒。

　〔 

〕

②
行
莫
㆑

大
㆓

乎
無
過
。

　〔 

〕

③
功
高
、
余
孰
㆓

｜

与
子
㆒。

　〔 

〕

④
攻
撃
与
㆓

和
親
㆒

孰
便
。

　〔 

〕

⑤
寧
為
㆓

鶏
口
㆒、
無
㆑

為
㆓

牛
後
㆒。

　〔 

〕

■
パ
ー
ト
Ａ

①
　
訓
読
…
…
…
吾わ
れ

当ま
さ

に
此こ

こ

を
去
る
べ
し
。

　
　
訳
…
…
…
…
私
は
こ
こ
を
立
ち
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
ポ
イ
ン
ト
…
再
読
文
字
「
当
」

②
　
訓
読
…
…
…
台
を
邯か
ん

鄲た
ん

に
築
く
（
築ち

く

す
）。

　
　
訳
…
…
…
…
見
晴
ら
し
台
を
邯
鄲
に
建
造
す
る
。
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チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

■
パ
ー
ト
Ｅ

次
の
各
文
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

①
周
公
不
㆑

如
㆓

太
公
之
賢
㆒。

　〔 

〕

②
行
莫
㆑

大
㆓

乎
無
㆒㆑

過
。

　〔 

〕

③
功
高
、
余
孰
㆓

｜

与
子
㆒。

　〔 

〕

④
攻
撃
与
㆓

和
親
㆒

孰
便
。

　〔 

〕

⑤
寧
為
㆓

鶏
口
㆒、
無
㆑

為
㆓

牛
後
㆒。

　〔 

〕

解
答

■
パ
ー
ト
Ａ

①
　
訓
読
…
…
…
吾わ
れ

当ま
さ

に
此こ

こ

を
去
る
べ
し
。

　
　
訳
…
…
…
…
私
は
こ
こ
を
立
ち
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
ポ
イ
ン
ト
…
再
読
文
字
「
当
」

②
　
訓
読
…
…
…
台
を
邯か
ん

鄲た
ん

に
築
く
（
築ち

く

す
）。

　
　
訳
…
…
…
…
見
晴
ら
し
台
を
邯
鄲
に
建
造
す
る
。

　
　
ポ
イ
ン
ト
…
置
字
「
於
」

③
　
訓
読
…
…
…
将ま

さ

に
之
を
同
好
に
伝
へ
ん
と
す
。

　
　
訳
…
…
…
…
こ
れ
を
同
好
の
士
に
伝
え
る
つ
も
り
だ
。

　
　
ポ
イ
ン
ト
…
再
読
文
字
「
将
」、
置
字
「
於
」

④
　
訓
読
…
…
…
功
無
く
し
て
大
利
有
る
者も
の

な
り
。

　
　
訳
…
…
…
…
功
績
が
な
い
の
に
大
き
な
利
益
を
得
る
よ
う
な
者
だ
。

　
　
ポ
イ
ン
ト
…
返
読
文
字
「
無
」「
有
」、
置
字
「
而
」

⑤
　
訓
読
…
…
…
宜よ
ろ

し
く
我
を
伐う

つ
べ
か
ら
ず
。

　
　
訳
…
…
…
…
私
を
討
伐
し
な
い
の
が
よ
い
。

　
　
ポ
イ
ン
ト
…
再
読
文
字
「
宜
」

■
パ
ー
ト
Ｂ

①
　
訓
読
…
昼
に
非
ず
ん
ば
、
敢あ

へ
て
進
む
莫
か
れ
。

　
　
訳
…
…
昼
間
で
な
い
な
ら
ば
、
進
も
う
と
し
て
は
い
け
な
い
。

　
　
句
形
…
仮
定
形
、
禁
止
形

②
　
訓
読
…
決
し
て
前
む
べ
か
ら
ず
。

　
　
訳
…
…
決
し
て
進
ん
で
は
い
け
な
い
。

　
　
句
形
…
禁
止
形

③
　
訓
読
…
諸
将
　
敢
へ
て
力
を
尽
く
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

　
　
訳
…
…
諸
将
は
ど
う
し
て
も
全
力
を
出
さ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。

　
　
句
形
…
二
重
否
定
形

④
　
訓
読
…
国
　
未
だ
嘗か
つ

て
栄
え
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
訳
…
…
今
ま
で
国
で
繁
栄
し
な
か
っ
た
も
の
は
な
い
。

　
　
句
形
…
二
重
否
定
形

⑤
　
訓
読
…
遂つ
ひ

に
復
た
反
ら
ず
。
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訳
…
…
そ
の
ま
ま
二
度
と
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
　
句
形
…
部
分
否
定
形

■
パ
ー
ト
Ｃ

①
　
訓
読
…
夫
子
　
言
は
ん
と
欲
す
る
所
無
き
か
（
や
）。

　
　
訳
…
…
あ
な
た
は
何
か
言
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
句
形
…
疑
問
形

②
　
訓
読
…
子
　
盍な
ん

ぞ
宝
を
授
け
ざ
る
。

　
　
訳
…
…
あ
な
た
は
ど
う
し
て
宝
を
授
け
な
い
の
で
す
か
。

　
　
句
形
…
疑
問
形

③
　
訓
読
…
誰た
れ

か
能
く
之
を
得
る
。

　
　
訳
…
…
誰
か
こ
れ
を
取
れ
る
か
。

　
　
句
形
…
疑
問
形

④
　
訓
読
…
之
を
為
す
こ
と
奈い
か
ん何

（
せ
ん
）。

　
　
訳
…
…
こ
れ
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
　
句
形
…
疑
問
形

⑤
　
訓
読
…
余よ

　
焉い

づ

く
ん
ぞ
能よ

く
戦
は
ん
（
や
）。

　
　
訳
…
…
私
は
ど
う
し
て
戦
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
（
い
や
、
で
き
な
い
）。

　
　
句
形
…
反
語
形

■
パ
ー
ト
Ｄ

①
　
訓
読
…
吏り

　
人
を
し
て
米
を
作
ら
し
む
。

　
　
訳
…
…
官
吏
は
人
々
に
米
を
作
ら
せ
た
。

　
　
句
形
…
使
役
形

②
　
訓
読
…
王
の
重
ん
ず
る
所
と
為な

る
。

　
　
訳
…
…
王
に
重
用
さ
れ
る
。

　
　
句
形
…
受
身
形

③
　
訓
読
…
天
　
此
の
君
を
遣つ
か

は
し
て
詩
を
作
ら
し
む
。

　
　
訳
…
…
天
は
こ
の
方
を
派
遣
し
て
詩
を
作
ら
せ
た
。

　
　
句
形
…
使
役
形

④
　
訓
読
…
功
有
る
も
亦ま

た
誅ち

ゆ
うせ
ら
る
。

　
　
訳
…
…
功
績
が
あ
っ
て
も
死
刑
に
さ
れ
る
。

　
　
句
形
…
受
身
形

⑤
　
訓
読
…
朋
友
に
信
ぜ
ら
れ
ず
。

　
　
訳
…
…
友
人
に
信
用
さ
れ
な
い
。

　
　
句
形
…
受
身
形

■
パ
ー
ト
Ｅ

①
　
訓
読
…
周
公
は
太
公
の
賢
に
如し

か
ず
。

　
　
訳
…
…
周
公
（
の
賢
）
は
太
公
の
賢
に
及
ば
な
い
。

　
　
句
形
…
比
較
形

②
　
訓
読
…
行
ひ
は
過
ち
無
き
よ
り
大
な
る
は
莫な

し
。

　
　
訳
…
…
行
動
は
過
失
が
な
い
こ
と
よ
り
大
き
な
も
の
は
な
い
。

　
　
句
形
…
比
較
形

③
　
訓
読
…
功
高
き
こ
と
、
余
は
子
に
孰い

づ与
れ
ぞ
。

　
　
訳
…
…
功
績
の
高
さ
で
は
、
私
は
あ
な
た
と
比
べ
て
ど
う
か
。

　
　
句
形
…
選
択
形

④
　
訓
読
…
攻
撃
と
和
親
と
孰い
づ

れ
か
便
な
る
。

　
　
訳
…
…
攻
撃
と
和
睦
と
は
ど
ち
ら
が
好
都
合
か
。

　
　
句
形
…
選
択
形
に
近
い
疑
問
形
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⑤
　
訓
読
…
寧む

し

ろ
鶏
口
と
為な

る
と
も
、
牛
後
と
為
る
（
こ
と
）
無
か
れ
。

　
　
訳
…
…
む
し
ろ
鶏
の
口
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
牛
の
尻
に
は
な
る
な
。

　
　
句
形
…
選
択
形

弱
点
を
チ
ェ
ッ
ク
！

パ
ー
ト
Ａ
で
5
問
中
3
問
以
上
間
違
え
て
し
ま
っ
た
人
は
…

↓
訓
読
法
を
復
習
！

パ
ー
ト
Ｂ
で
5
問
中
3
問
以
上
間
違
え
て
し
ま
っ
た
人
は
…

↓
禁
止
形
・
否
定
形
を
復
習
！

パ
ー
ト
Ｃ
で
5
問
中
3
問
以
上
間
違
え
て
し
ま
っ
た
人
は
…

↓
疑
問
形
・
反
語
形
を
復
習
！

パ
ー
ト
Ｄ
で
5
問
中
3
問
以
上
間
違
え
て
し
ま
っ
た
人
は
…

↓
受
身
形
・
使
役
形
を
復
習
！

パ
ー
ト
Ｅ
で
5
問
中
3
問
以
上
間
違
え
て
し
ま
っ
た
人
は
…

↓
比
較
形
・
選
択
形
を
復
習
！

[ 見本 ] 本科　高 2実戦　東大コース理系国語　必修テーマ
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メ
モ

15

　
次
の
文
章
を
読
み
、
あ
と
の
問
に
答
え
よ
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
に
よ
り
、
送
り
仮
名
を
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。 

（
50
点
）

　＊
趙て

う

襄じ
や
う

子し

使
㆓ ム
＊
新
稺ち

穆ぼ
く

子し
ヲ
シ
テ

攻
㆒㆑ メ
＊
翟て

き
ヲ。
勝
㆑ ツ

テ

之
ニ、

取
㆓ リ
＊
左
人
・
中
人
㆒ ヲ、
使
㆓ ム
＊
遽き

よ

人
ヲ
シ
テ

謁つ
㆒㆑ ゲ

之
ヲ。

襄
子
方

ニ

食
、シ

テ

而

有
㆓ リ

憂
色
㆒。
左
右
曰
、ハ

ク「
1
一
朝
而
両
城
下
、
此
人
之
所
㆑

喜
也
。
今
君
有
㆓

憂
色
㆒、
何
也
。」
襄
子
曰
、ハ

ク「
夫

レ
2
江
河
之
大

ナ
ル
ハ

也
不
㆑

過
㆓ ギ

三
日
㆒ ニ、 

飄へ
う

風
・
暴
雨

ハ

不
㆑

終
㆑ ヘ

朝
ヲ、

日
ノ

中ち
ゆ
う
ス
ル
ハ

不
㆓

須し
ゆ

臾ゆ
㆒。ナ

ラ

今
趙
氏
之
徳
行

ハ、
無
㆑ ク

シ
テ

所
㆓

於
積
㆒ ム、
一
朝
而
両
城
下
。

3
亡

ブ
ル
コ
ト

其
レ

及
㆑ バ

ン

我
ニ

哉か
ト。」

孔
子
聞
㆑ キ

テ

之
ヲ

曰
、ハ

ク「
趙
氏

ハ

其
レ

昌さ
か
エ
ン

乎か
ト。」

夫
レ

憂
フ
ル
ハ

者
、
所
㆓

｜

以
為
㆒㆑ ス

昌
ユ
ル
ヲ

也
。
喜

ブ
ハ

者
、

所
㆓

｜

以
為
㆒㆑ ス

亡
ブ
ル
ヲ

也
。
勝

ツ
ハ

非
㆓ ザ

ル

其
ノ

難
キ

者
㆒ ニ

也
。
持
㆑ ス

ル
ハ

之
ヲ

其
ノ

難
キ

者
也
。
賢
主

ハ

以
㆑ テ

此
ヲ

持
㆑ ス

勝
ヲ、
故

ニ

其
ノ

福
及
㆓ ブ

後
世
㆒ ニ。

 

（『
列
子
』
よ
り
）

　注

＊
趙
襄
子
＝
春
秋
時
代
、
晋
の
政
治
家
で
あ
っ
た
趙
無む

恤じ
ゅ
つ。「

襄
子
」
は
謚
お
く
り
な。

　＊
新
稺
穆
子
＝
趙
襄
子
の
部
下
。

　＊
翟
＝
春
秋

時
代
の
国
の
名
。

　＊
左
人
・
中
人
＝
「
翟
」
の
二
要
塞
の
名
。

　＊
遽
人
＝
急
報
の
使
者
。

問
一

　傍
線
1
を
口
語
訳
せ
よ
。 

（
15
点
）

[ 見本 ] 本科　高2志望大別コース　東大コース理系国語　添削問題編
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メ
モ

メ
モ

問
二

　傍
線
2
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、「
江
」「
河
」
の
具
体
的
な
名
称
を
明
ら
か
に
し
て
説
明
せ
よ
。 

（
11
点
）

問
三

　傍
線
3
と
あ
る
が
、「
趙
襄
子
」
が
こ
の
よ
う
に
一
族
の
未
来
を
憂
え
た
の
は
な
ぜ
か
、
問
題
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
せ
よ
。 

（
14
点
）

問
四

　筆
者
は
、「
持
㆑ ス

勝
ヲ

」
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
、
記
せ
。 

（
10
点
）

[ 見本 ] 本科　高2志望大別コース　東大コース理系国語　添削問題編
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チ
ェ
ッ
ク

問
一

言
い
換
え
ら
れ
て
い
る

内
容
を
つ
か
む

問
二

比
喩
表
現
の
意
味
す
る

内
容
を
押
さ
え
る

問
三

本
文
の
裏
か
ら
意
味
を

と
ら
え
る

問
四

漢
文
常
識
や
漢
文
の
典

型
的
な
展
開
を
踏
ま
え

て
読
む

問
一

文
脈
か
ら
多
義
語
の
意

味
を
推
測
す
る

15

問
題

　
次
の
文
章
を
読
み
、
あ
と
の
問
に
答
え
よ
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
に
よ
り
、
送
り
仮
名
を
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。 

（
50
点
）

　
＊
趙て

う

襄じ
や
う

子し

使
㆓ ム
＊
新
稺ち

穆ぼ
く

子し
ヲ
シ
テ

攻
㆒㆑ メ
＊
翟て

き
ヲ。
勝
㆑ ツ

テ

之
ニ、

取
㆓ リ
＊
左
人
・
中
人
㆒ ヲ、
使
㆓ ム
＊
遽き

よ

人
ヲ
シ
テ

謁つ
㆒㆑ ゲ

之
ヲ。

襄
子
方

ニ

食
、シ

テ

而

有
㆓ リ

憂
色
㆒。
左
右
曰
、ハ

ク「
1
一
朝
而
両
城
下
、
此
人
之
所
㆑

喜
也
。
今
君
有
㆓

憂
色
㆒、
何
也
。」
襄
子
曰
、ハ

ク「
夫

レ
2
江
河
之
大

ナ
ル
ハ

也
不
㆑

過
㆓ ギ

三
日
㆒ ニ、 

飄へ
う

風
・
暴
雨

ハ

不
㆑

終
㆑ ヘ

朝
ヲ、

日
ノ

中ち
ゆ
う
ス
ル
ハ

不
㆓

須し
ゆ

臾ゆ
㆒。ナ

ラ

今
趙
氏
之
徳
行

ハ、
無
㆑ ク

シ
テ

所
㆓

於
積
㆒ ム、
一
朝
而
両
城
下
。

3
亡

ブ
ル
コ
ト

其
レ

及
㆑ バ

ン

我
ニ

哉か
ト。」

孔
子
聞
㆑ キ

テ

之
ヲ

曰
、ハ

ク「
趙
氏

ハ

其
レ

昌さ
か
エ
ン

乎か
ト。」

夫
レ

憂
フ
ル
ハ

者
、
所
㆓

｜

以
為
㆒㆑ ス

昌
ユ
ル
ヲ

也
。
喜

ブ
ハ

者
、

所
㆓

｜

以
為
㆒㆑ ス

亡
ブ
ル
ヲ

也
。
勝

ツ
ハ

非
㆓ ザ

ル

其
ノ

難
キ

者
㆒ ニ

也
。
持
㆑ ス

ル
ハ

之
ヲ

其
ノ

難
キ

者
也
。
賢
主

ハ

以
㆑ テ

此
ヲ

持
㆑ ス

勝
ヲ、
故

ニ

其
ノ

福
及
㆓ ブ

後
世
㆒ ニ。

 

（『
列
子
』
よ
り
）

　
注

＊
趙
襄
子
＝
春
秋
時
代
、
晋
の
政
治
家
で
あ
っ
た
趙
無む

恤じ
ゅ
つ。「

襄
子
」
は
謚
お
く
り
な。

　
＊
新
稺
穆
子
＝
趙
襄
子
の
部
下
。
　
＊
翟
＝
春
秋

時
代
の
国
の
名
。
　
＊
左
人
・
中
人
＝
「
翟
」
の
二
要
塞
の
名
。
　
＊
遽
人
＝
急
報
の
使
者
。

問
一
　
傍
線
1
を
口
語
訳
せ
よ
。 

（
15
点
）

[ 見本 ] 本科　高2志望大別コース　東大コース理系国語　解答解説編
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C
〔
周
囲
の
質
問
〕
側
近
が
そ
の
理
由
を
質
問
す
る
。（
ℓ
2
）（
↓
問
一
）

D
〔
主
人
公
に
よ
る
説
明
〕
趙
襄
子
は
自
然
現
象
の
例
で
諸
行
無
常
を
示

し
、
徳
を
積
ま
ず
に
得
た
勝
利
な
の
で
、
こ

の
後
、
滅
亡
が
訪
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
な
の
だ
、
と
説
明
す
る
。（
ℓ
2
〜
4
）

E
〔
ま
と
め
〕
こ
れ
を
聞
い
た
孔
子
は
、
趙
襄
子
を
高
く
評
価
し
た
。（
筆

者
で
あ
る
私
も
同
意
見
で
）
勝
利
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

は
心
配
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。（
ℓ
4
・
5
）

 

（
↓
問
四
）

　
D
〔
主
人
公
に
よ
る
説
明
〕
を
受
け
て
の
側
近
の
反
応
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
E
〔
ま
と
め
〕
の
部
分
は
、
漢
文
で
は
よ
く
あ
る
構
造
だ
。
具
体
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
後
に
世
間
の
評
価
や
筆
者
の
評
価
を
述
べ
て
、
文
章
を
ま
と
め
て

い
る
。
こ
れ
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
最
後
の
「
夫
憂
者
」
以
降
の
部
分
が
筆
者
の
コ

メ
ン
ト
で
あ
る
と
す
ん
な
り
わ
か
る
は
ず
だ
。

　
次
に
、
D
の
部
分
の
構
造
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

（
1
　〔
問
題
提
起
〕
省
略
さ
れ
て
い
る
。）

2
　〔
分
析
〕
そ
も
そ
も
自
然
現
象
で
、
勢
力
の
最
も
強
い
状
態
が
永
続
す

る
こ
と
は
な
い
。（
↓
問
二
）

3
　〔
現
状
〕「
今
」、
趙
一
族
は
徳
を
積
ん
で
い
な
い
の
に
短
期
間
で
勝
利

し
た
。

4
　〔
結
論
〕（
自
然
現
象
と
同
様
に
、
徳
の
な
い
勝
利
は
永
続
し
な
い
の

で
、）
滅
亡
が
訪
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
。 （
↓
問
三
）

　
1〔
問
題
提
起
〕
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
典
型
的
な
パ
タ
ー

ン
通
り
。
す
べ
て
が
パ
タ
ー
ン
通
り
と
い
う
文
章
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
の
で
、

臨
機
応
変
に
読
解
し
よ
う
。
2
〔
分
析
〕
の
部
分
で
は
、「
江
河
」「
飄
風
・
暴
雨
」

「
日
」
の
三
例
に
共
通
す
る
点
を
見
つ
け
、
何
を
言
う
た
め
の
例
な
の
か
つ
か
む

こ
と
が
大
切
だ
。

問
一
　
晋
の
趙
襄
子
が
部
下
に
翟
を
攻
め
さ
せ
て
、
そ
の
二
要
塞
を
奪
取
し
た
。

さ
て
、
使
者
が
戦
勝
を
報
告
し
に
き
た
時
、
襄
子
は
ち
ょ
う
ど
食
事
中
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
を
聞
い
て
顔
色
を
曇
ら
せ
た
。
側
近
が
不
審
に
思
い
、「
な
ぜ
か
」
と

尋
ね
た
言
葉
が
傍
線
１
で
あ
る
。
傍
線
部
の
送
り
仮
名
が
省
略
さ
れ
て
い
て
、
多

少
面
食
ら
っ
た
人
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
必
修
テ
ー
マ
で
復
習
し
た

句
形
の
知
識
を
踏
ま
え
れ
ば
、
前
後
の
内
容
か
ら
意
味
を
類
推
す
る
こ
と
は
さ
ほ

ど
難
し
く
な
い
は
ず
だ
。
こ
こ
は
、「
一
朝
に
し
て
両
城
下
る
、
／
此
れ
人
の
喜

ぶ
所
な
り
。
／
今
君
憂
色
有
る
は
、
何
ぞ
や
」
と
訓
読
す
る
。（「
／
」
で
ポ
イ
ン

ト
を
区
切
っ
て
あ
る
）。
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
訳
し
方
を
見
て
い
こ
う
。

■
本
文
を
分
解
し
て
確
認

・「
一
朝
に
し
て
両
城
下
る
」

　「
一
朝
」
に
は

①
〈
早
朝
・
朝
早
く
〉

②
〈
わ
ず
か
の
間
〉

③
〈
い
っ
た
ん
…
…
で
あ
れ
ば
〉

 

言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
内
容
を
つ
か
め
た
か

 

テ
ー
マ
問
題

　文
脈
か
ら
多
義
語
の
意
味
を
推
測
で
き
た
か

[ 見本 ] 本科　高2志望大別コース　東大コース理系国語　解答解説編
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問
二

設
問
条
件
に
合
わ
せ
て

解
答
す
る

問
三

解
答
要
素
を
意
識
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
字

数
を
割
く

出
典

　『
列
子
』「
説
符
」
篇
（『
呂
氏
春
秋
』「
慎
大
」
篇
に
も
同
じ
話
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。）

　
列
子
は
春
秋
・
戦
国
時
代
の
頃
に
〝
自
然
〞
へ
の
復
帰
を
志
向
し
た
道
家
の
思

想
家
。
そ
の
著
書
『
列
子
』
は
、『
老
子
』『
荘
子
』
と
並
ぶ
、
道
家
の
考
え
方
を

述
べ
た
書
で
あ
る
。
こ
の
『
列
子
』
に
は
、「
杞
憂
」
や
「
朝
三
暮
四
」
と
い
っ

た
有
名
な
故
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

解
答

問
一
　
わ
ず
か
の
間
に
敵
の
二
つ
の
要
塞
が
降
伏
し
ま
し
た
、
こ
れ
は
普
通
の
人

な
ら
喜
ぶ
こ
と
で
す
。
い
ま
ご
主
君
が
心
配
そ
う
な
表
情
を
な
さ
っ
た
の

は
、
ど
う
し
て
で
す
か

問
二
　
長
江
（
揚
子
江
）
や
黄
河
が
氾
濫
し
て
大
き
く
な
っ
て
も
、
そ
の
洪
水
の

勢
い
が
三
日
以
上
に
わ
た
っ
て
続
く
こ
と
は
な
く
、
い
ず
れ
は
元
の
流
れ

に
戻
る
、
と
い
う
こ
と
。

問
三
　
徳
行
を
積
ん
で
敵
を
心
服
さ
せ
た
な
ら
ば
勝
ち
は
持
続
す
る
が
、
力
で
敵

に
勝
っ
た
の
で
は
、
勢
い
が
衰
え
た
り
自
分
以
上
に
強
い
者
が
現
れ
た
り

　
　
　
す
る
と
、
す
ぐ
に
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
。

問
四
　
勝
っ
た
こ
と
に
お
ご
ら
ず
、
謙
虚
に
反
省
し
て
徳
の
あ
る
行
い
に
努
め
る

態
度
。

解
説

今
回
の
文
章
の
概
要

　
問
題
文
は
、
戦
に
勝
っ
た
の
に
喜
ば
な
い
趙
襄
子
に
対
し
て
側
近
が
質
問
し
、

趙
襄
子
が
そ
れ
に
答
え
る
場
面
。
問
答
文
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
構
造
を
見

て
い
こ
う
。

A
〔
紹
介
〕
趙
襄
子
の
指
示
に
よ
る
戦
で
勝
利
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
入

る
。（
ℓ
1
）

B
〔
主
人
公
の
行
動
〕
趙
襄
子
は
喜
ぶ
ど
こ
ろ
か
心
配
そ
う
な
表
情
を
し

た
。（
ℓ
2
）

〔
周
囲
の
質
問
〕
側
近
が
そ
の
理
由
を
質
問
す
る
。（
ℓ
2
）（
↓
問
一
）

〔
主
人
公
に
よ
る
説
明
〕
趙
襄
子
は
自
然
現
象
の
例
で
諸
行
無
常
を
示

し
、
徳
を
積
ま
ず
に
得
た
勝
利
な
の
で
、
こ

の
後
、
滅
亡
が
訪
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
な
の
だ
、
と
説
明
す
る
。（
ℓ
2
〜
4
）

〔
ま
と
め
〕
こ
れ
を
聞
い
た
孔
子
は
、
趙
襄
子
を
高
く
評
価
し
た
。（
筆

者
で
あ
る
私
も
同
意
見
で
）
勝
利
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

は
心
配
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。（
ℓ
4
・
5
）

 

（
↓
問
四
）

　

〔
主
人
公
に
よ
る
説
明
〕
を
受
け
て
の
側
近
の
反
応
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

〔
ま
と
め
〕
の
部
分
は
、
漢
文
で
は
よ
く
あ
る
構
造
だ
。
具
体
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
後
に
世
間
の
評
価
や
筆
者
の
評
価
を
述
べ
て
、
文
章
を
ま
と
め
て

い
る
。
こ
れ
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
最
後
の
「
夫
憂
者
」
以
降
の
部
分
が
筆
者
の
コ

メ
ン
ト
で
あ
る
と
す
ん
な
り
わ
か
る
は
ず
だ
。

　
次
に
、

の
部
分
の
構
造
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

（
1
　〔
問
題
提
起
〕
省
略
さ
れ
て
い
る
。）

2
　〔
分
析
〕
そ
も
そ
も
自
然
現
象
で
、
勢
力
の
最
も
強
い
状
態
が
永
続
す

る
こ
と
は
な
い
。（
↓
問
二
）

3
　〔
現
状
〕「
今
」、
趙
一
族
は
徳
を
積
ん
で
い
な
い
の
に
短
期
間
で
勝
利

し
た
。

4
　〔
結
論
〕（
自
然
現
象
と
同
様
に
、
徳
の
な
い
勝
利
は
永
続
し
な
い
の

で
、）
滅
亡
が
訪
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
。 （
↓
問
三
）

問
二
　
傍
線
2
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、「
江
」「
河
」
の
具
体
的
な
名
称
を
明
ら
か
に
し
て
説
明
せ
よ
。 

（
11
点
）

問
三
　
傍
線
3
と
あ
る
が
、「
趙
襄
子
」
が
こ
の
よ
う
に
一
族
の
未
来
を
憂
え
た
の
は
な
ぜ
か
、
問
題
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
せ
よ
。 

（
14
点
）

問
四
　
筆
者
は
、「
持
㆑ ス

勝
ヲ

」
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
、
記
せ
。 

（
10
点
）
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④
〈
朝
廷
の
人
々
全
体
〉

⑤
〈
一
度
天
子
に
目
通
り
す
る
こ
と
〉

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
あ
る
が
、
少
し
後
で
ま
た
、「
一
朝
而
両
城
下
」（
ℓ

3
）
と
ま
っ
た
く
同
じ
表
現
が
出
て
く
る
。
そ
の
直
前
で
「
徳
行
は
、
積
む
所
無

く
し
て
（
＝
よ
い
行
い
を
積
み
重
ね
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
に
）」
と

言
っ
て
い
る
の
で
、「
一
朝
而
両
城
下
」
は
プ
ラ
ス
の
意
味
と
わ
か
る
。
そ
れ
を

踏
ま
え
る
と
、
こ
の
場
合
は
②
〈
わ
ず
か
の
間
〉
が
最
適
。
戦
闘
が
短
期
間
で
終

わ
れ
ば
、
兵
士
や
兵
ひ
ょ
う

糧ろ
う

の
消
耗
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。

　「
而
」
は
置
き
字
に
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
あ
ま
り
気
に
し
た
こ
と
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
原
則
が
あ
る
。

「
而
」
の
用
法

　
①
「
而
」
が
文
頭
に
あ
る
場
合

　《
順
接
》
の
場
合

　
　「
し
か
シ
テ
・
し
か
う
シ
テ
」
と
読
み
、〈
そ
し
て
〉
な
ど
と
訳
す
。

　《
逆
接
》
の
場
合

　
　「
し
か
ル
ニ
・
し
か
レ
ド
モ
・
し
か
モ
」
と
読
み
、〈
し
か
し
〉
な
ど
と

訳
す
。

　
②
「
而
」
が
文
中
に
あ
る
場
合

　《
順
接
》
の
場
合

　
　
直
前
に
読
む
語
に
送
り
仮
名
「
テ
・
シ
テ
」
を
送
っ
て
読
む
。

　
　
　
例
　
飲
㆑ ミ

テ

酒
ヲ

而
酔
フ。

　〈
訓
読
〉
酒
を
飲
み
て
酔
ふ
。

　《
逆
接
》
の
場
合

　
　
直
前
に
読
む
語
に
送
り
仮
名
「
ド
モ
・
ニ
・
モ
」
を
送
っ
て
読
む
。

　
　
例
　
飲
㆑ メ

ド
モ

酒
ヲ

而
不
㆑

酔
ハ。　〈
訓
読
〉
酒
を
飲
め
ど
も
酔
は
ず
。

　
こ
の
場
合
は
、「
而
」
が
文
中
に
あ
り
、「
一
朝
」
と
「
両
城
下
」
が
《
逆
接
》

で
つ
な
が
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、「
シ
テ
」
を
送
っ
て
読
む
。

　「
両
」
は
〈
二
つ
〉
と
い
う
意
味
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、「
両
城
」
は
一
行
目

に
出
て
き
た
「
左
人
」
と
「
中
人
」
と
い
う
二
つ
の
要
塞
を
指
す
と
わ
か
る
。「
下
」

は
「
城
下
」
と
い
う
名
詞
の
一
部
だ
と
考
え
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
前

後
の
文
脈
か
ら
考
え
る
と
「
両
城
下
」
は
「
人
の
喜
ぶ
所
」
で
あ
り
、
傍
線
部
の

前
に
「
左
人
・
中
人
を
取
り
」
と
あ
る
の
で
〈
落
ち
る
・
降
伏
す
る
〉
と
い
う
意

味
に
な
る
。

・「
此
れ
人
の
喜
ぶ
所
な
り
」

　「
所
㆑

Ａ〔
ス
ル
〕」
は
〈
Ａ
の
も
の
・
こ
と
〉
と
い
う
意
で
、
Ａ
と
い
う
用
言
を
名

詞
に
す
る
働
き
を
も
つ
。「
所
㆑

喜
ブ

」
で
〈
喜
ぶ
こ
と
〉
の
意
。「
所
得
」
と
い
う

熟
語
は
、
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
。
今
回
の
場
合
、「
Ａ
の
Ｂ
す
る
所
と
為
る
」
と

い
う
受
身
形
と
紛
ら
わ
し
い
が
、「
為
」
が
な
い
た
め
、
受
身
に
は
な
ら
な
い
。

　
今
ま
で
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
傍
線
１
前
半
は
〈
わ
ず
か
の
間
に
敵
の
二
つ

の
要
塞
が
降
伏
し
ま
し
た
、
こ
れ
は
普
通
の
人
な
ら
喜
ぶ
こ
と
で
す
〉
と
な
る
。

・「
今
君
憂
色
有
る
は
、
何
ぞ
や
」

　「
憂
色
」
の
「
色
」
は
こ
こ
で
は
〈
表
情
・
顔
つ
き
〉
の
意
で
、
よ
う
す
る
に
「
憂

色
」
と
は
〈
心
配
そ
う
な
表
情
〉
の
こ
と
。「
何
」
と
い
う
疑
問
詞
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
を
も
つ
が
、「
何
ゾ

也
」
と
い
う
ま
と
ま
り
で
節
・
文
の
末
尾
に
出
て
き

た
場
合
は
、〈
ど
う
い
う
わ
け
か
・
な
ぜ
か
〉
な
ど
《
理
由
》
を
問
う
。
す
な
わ
ち
、

傍
線
１
後
半
は
、〈
い
ま
ご
主
君
が
心
配
そ
う
な
表
情
を
な
さ
っ
た
の
は
、
ど
う

し
て
で
す
か
〉
と
い
う
意
に
な
る
。
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あ
っ
と
い
う
間
に
敵
の
要
塞
を
二
つ
も
降
伏
さ
せ
た
の
だ
か
ら
、
普
通
な
ら
喜

ぶ
べ
き
こ
と
の
は
ず
な
の
に
、
心
配
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
趙
襄
子
に
、「
左
右

（
＝
側
近
）」
が
尋
ね
た
言
葉
で
あ
る
。「
左
右
」
は
漢
文
で
よ
く
出
て
く
る
表
現

な
の
で
、
知
ら
な
か
っ
た
人
は
覚
え
て
お
こ
う
。

問
二
　
傍
線
部
「
江
河
の
大
な
る
は
三
日
に
過
ぎ
ず
」
は
、〈
河
川
が
氾
濫
し
て

流
れ
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
三
日
間
く
ら
い
の
こ
と
で
あ
る
〉

と
い
う
意
。
直
後
の
「
飄
風
・
暴
雨
は
朝あ
し
たを

終
へ
ず
」「
日
の
中
す
る
は
須
臾
な

ら
ず
」
の
二
句
と
と
も
に
、〝
物
事
の
最
も
勢
い
盛
ん
な
状
態
は
い
つ
ま
で
も
続

く
も
の
で
は
な
い
〞
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
た
と
え
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
〝
そ
の
う
ち
ま
た
元
に
戻
る
〞
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。

単
に
〈
物
事
は
変
化
す
る
〉
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
物
事
の
最
も
勢
い
盛
ん
な

状
態
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
た
だ
ろ
う
か
。

　
ち
な
み
に
、
他
の
二
句
も
説
明
す
る
と
、〈
は
や
て
や
激
し
い
に
わ
か
雨
は
、

朝
の
間
中
ず
っ
と
続
く
と
い
う
こ
と
は
な
い
〉〈
太
陽
が
真
南
に
あ
た
る
の
は
、

ほ
ん
の
一
瞬
に
す
ぎ
な
い
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（「
須
臾
」
と
は
〈
し
ば
ら
く

の
間
〉
の
意
。
こ
れ
も
「
左
右
」
同
様
に
よ
く
出
て
く
る
言
葉
な
の
で
覚
え
て
お

こ
う
）。
こ
の
三
句
を
用
い
て
、〝
趙
氏
の
勢
い
の
盛
ん
な
状
態
は
い
つ
ま
で
も
持

続
し
な
い
の
で
は
な
い
か
、
す
ぐ
に
勢
い
が
弱
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
〞

と
い
う
危
惧
を
表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
危
惧
に
つ
い
て
は
問
三
で
問
わ
れ
て
い

る
の
で
、
問
二
の
解
答
に
盛
り
込
む
必
要
は
な
い
。

　
な
お
、
漢
文
に
お
い
て
は
、「
江
」
が
「
長
江
（
揚
子
江
）」
を
、「
河
」
が
「
黄

 
比
喩
表
現
の
意
味
す
る
内
容
を
押
さ
え
ら
れ
た
か

 
設
問
条
件
に
合
わ
せ
て
解
答
で
き
た
か

河
」
の
こ
と
を
指
す
。
設
問
文
に
「
具
体
的
な
名
称
を
明
ら
か
に
し
て
」
と
あ
る

か
ら
、
解
答
に
あ
た
っ
て
は
「
長
江
（
揚
子
江
）」「
黄
河
」
と
そ
れ
ぞ
れ
明
示
す

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

■
記
述
の
方
針

　
説
明
問
題
な
の
で
、
最
初
に
示
し
た
口
語
訳
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
は
い
け
な
い
。

何
を
言
う
た
め
の
具
体
例
な
の
か
を
考
え
て
、〝
そ
の
う
ち
ま
た
元
に
戻
る
〞
と

い
う
要
素
を
付
け
足
そ
う
。

問
三
　
問
二
の
解
説
で
述
べ
た
よ
う
に
、〝
力
や
勢
い
と
い
う
も
の
は
永
続
し
な

い
〞
と
趙
襄
子
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、「
今
趙
氏
の
徳
行
は
、
積
む
所
無
く

し
て
、
一
朝
に
し
て
両
城
下
る
」
と
述
べ
て
い
る
。「
徳
行
」
と
要
塞
の
降
伏
に

何
の
関
係
が
あ
る
の
か
一
見
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、
本
文
の
内
容
を
肯
定
表
現
に

変
え
て
裏
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

　
徳
行
を
積
む
（

⇔

徳
行
を
積
ま
な
い
）

　
　
　
←

　
要
塞
が
降
伏

　
　
　
←

　
趙
襄
子
は
安
心
（

⇔

不
安
）

　
つ
ま
り
、
徳
の
あ
る
行
い
を
長
年
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
た
結
果
、
そ
れ
を

慕
っ
て
敵
の
要
塞
が
降
伏
し
て
く
れ
ば
、
趙
襄
子
は
安
心
し
て
喜
ぶ
と
い
う
わ
け

 

本
文
の
裏
か
ら
意
味
を
と
ら
え
ら
れ
た
か

 

解
答
要
素
を
意
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
字
数
を
割
け
た
か
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で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
敵
が
自
ら
の
意
志
で
降
伏
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、

無
理
や
り
従
わ
せ
た
場
合
よ
り
も
、
そ
の
勝
利
は
長
く
続
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

だ
。
し
か
し
、
現
状
は
力
に
も
の
を
言
わ
せ
て
奪
取
し
た
だ
け
で
あ
る
。
と
い
う

こ
と
は
、
も
し
自
ら
の
力
が
弱
く
な
っ
た
り
、
よ
り
強
大
な
武
力
を
も
つ
者
が
出

現
し
た
り
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
と
危
惧
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
力
に
お
ご
る
と
、
心
に
隙
が
生
じ
、
団
結
が
弱
ま
る
と
い
う
危
険
も

あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

■
記
述
の
方
針

　
ま
ず
は
、
傍
線
部
の
「
亡
」
に
着
目
し
、〝
滅
ぶ
恐
れ
が
あ
る
か
ら
〞
と
い
う

の
が
直
接
の
理
由
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
よ
う
。
次
に
、〝
な
ぜ
〞
滅
ぶ
の
か
と

い
う
理
由
を
書
い
て
、
解
答
を
肉
付
け
す
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
解
答
欄
が
余
る
と

思
う
の
で
、
最
後
に
「
今
趙
氏
の
徳
行
は
、
積
む
所
無
く
し
て
」
と
い
う
部
分
に

着
目
し
、〝
滅
ば
な
い
場
合
〞
に
つ
い
て
も
言
及
で
き
れ
ば
完
璧
だ
。

問
四
　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
内
容
を
総
ま
と
め
す
る
設
問
だ
。「
今
回
の
文
章
の

概
要
」
で
確
認
し
た
、
E
〔
ま
と
め
〕
の
部
分
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

　
孔
子
の
言
葉
を
書
き
下
す
と
、「
趙
氏
は
其
れ
昌さ
か

え
ん
か
」
と
な
る
。
読
解
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
「
乎
」。
文
末
・
句
末
の
「
乎
」
に
は
次
の
四
種
類
の
用

法
が
あ
る
。

①
「
か
（
や
）」《
疑
問
》〈
〜
か
〉
の
意
。

②
「
や
」《
反
語
》〈
〜
か
（
い
や
、
〜
な
い
）〉
の
意
。

③
「
か
な
（
か
）」《
詠
嘆
》〈
〜
だ
な
あ
・
〜
こ
と
よ
〉
の
意
。

 

漢
文
常
識
や
漢
文
の
典
型
的
な
展
開
を
踏
ま
え
て
読
め
た
か

④
「
や
」《
呼
び
か
け
》〈
〜
よ
〉
の
意
。

　
こ
こ
で
は
「
か
」
と
読
ん
で
い
る
の
で
、
①
か
③
の
用
法
。
孔
子
の
言
葉
は
こ

こ
で
終
わ
っ
て
い
る
た
め
、《
疑
問
》
で
は
な
く
《
詠
嘆
》
で
、〈
栄
え
る
だ
ろ
う

な
あ
〉
と
い
う
意
味
。《
疑
問
》
の
場
合
は
、
後
ろ
に
そ
の
回
答
が
続
く
場
合
が

ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
見
分
け
る
際
に
は
意
識
し
よ
う
。

　
次
に
、
孔
子
の
高
評
価
を
受
け
て
、「
夫
れ
」
以
降
で
筆
者
の
主
張
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
夫
れ
」「
今
」
と
い
っ
た
語
は
「
発
語
の
辞
」
と
呼
ば
れ
、

〈（
今
ま
で
の
話
と
は
異
な
る
）
何
か
新
し
い
話
を
始
め
る
際
、
文
頭
に
つ
け
る
言

葉
〉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
夫
れ
」「
今
」
と
い
っ
た
言
葉
が
出
て
き
た
ら
、
話
題

が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
実
際
に
、
こ
の
文
章
で
も
こ
こ
か
ら
筆
者
の
主
張

が
始
ま
る
。
読
解
の
際
は
見
落
と
さ
な
い
こ
と
。

　
さ
て
、
筆
者
の
主
張
の
中
で
解
答
に
関
わ
り
そ
う
な
箇
所
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
見
て
い
こ
う
。

・「
憂
ふ
る
は
、
昌
ゆ
る
を
為
す
所
以
な
り
。
喜
ぶ
は
、
亡
ぶ
る
を
為
す
所
以
な

り
」

　
訳
出
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
所
以
」
だ
。「
所
以
」
に
は
次
の
三
種
類
の
意
味
が
あ
る
。

①
〈
原
因
・
理
由
〉

②
〈
手
段
・
方
法
・
道
具
〉

③
〈
〜
す
る
も
の
・
〜
す
る
た
め
の
も
の
〉

　
ち
な
み
に
、
③
の
用
法
は
用
言
を
名
詞
化
し
て
い
る
の
で
、
問
一
で
見
た
「
所
㆑

Ａ〔
ス
ル
〕」
と
同
じ
働
き
を
も
つ
。

　
こ
の
部
分
で
は
ど
の
意
味
を
入
れ
て
も
一
応
文
意
は
通
る
。「
全
訳
」
で
は
③
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の
意
味
を
選
び
、〈
心
配
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
繁
栄
へ
の
道
で
あ
る
。
喜
ぶ
と

い
う
こ
と
は
、
滅
亡
へ
の
道
で
あ
る
〉
と
、
さ
ら
に
こ
な
れ
た
表
現
に
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
筆
者
は
勝
利
に
対
し
て
喜
ぶ
こ
と
を
戒
め
、
そ
の
勝
利
が
続
か

な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
、
反
省
し
て
次
に
備
え
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
以
上
の
内
容
と
問
三
で
確
認
し
た
「
徳
行
」
に
つ
い
て
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、

〈
勝
っ
た
こ
と
に
お
ご
ら
ず
、
徳
行
を
積
む
こ
と
で
国
を
治
め
、
い
つ
も
反
省
し
、

謙
虚
な
態
度
を
保
持
す
る
〉
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

　「
出
典
」
で
説
明
し
た
よ
う
に
問
題
文
の
背
景
に
は
道
教
の
思
想
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、『
老
子
』
で
は
、
天
下
で
最
も
柔
弱
な
水
が
、
岩
の
ご
と
き
堅
強
の
も

の
に
打
ち
勝
つ
こ
と
を
取
り
上
げ
、
柔
弱
で
謙
虚
な
あ
り
方
こ
そ
真
に
強
く
、
か

つ
永
続
的
に
人
々
を
統
治
す
る
要よ
う

諦て
い

で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
強
い
こ
と
や

秀
で
て
い
る
こ
と
を
誇
ら
ず
に
、
か
え
っ
て
そ
れ
を
自
重
し
て
頼
み
と
し
な
い
態

度
こ
そ
が
、「
勝
を
持
す
」「
常
勝
」
の
方
法
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
国
の
思

想
に
関
す
る
前
提
知
識
が
あ
る
と
、
最
後
の
ま
と
め
で
筆
者
が
何
を
言
い
た
い
の

か
つ
か
む
際
に
役
立
つ
。

訓
読

　
趙て
う

襄じ
や
う

子し

　
新し
ん

稺ち

穆ぼ
く

子し

を
し
て
翟て
き

を
攻せ

め
し
む
。
之こ
れ

に
勝か

つ
て
、
左さ

人じ
ん

・
中
ち
ゆ
う

人じ
ん

を
取と

り
、
遽き
よ

人じ
ん

を
し
て
之こ
れ

を
謁つ

げ
し
む
。
襄
じ
や
う

子し

方ま
さ

に
食し
よ
くし
て
、
憂い
う

色し
よ
く

有あ

り
。
左さ

右い
う

曰い

は
く
、「
1
一い
つ

朝て
う

に
し
て
両
り
や
う

城じ
や
う

下く
だ

る
、
此こ

れ
人ひ
と

の
喜よ
ろ
こぶ
所と
こ
ろな
り
。
今い
ま

君き
み

憂い
う

色し
よ
く

有あ

る
は
、
何な
ん

ぞ
や
」
と
。
襄
じ
や
う

子し

曰い

は
く
、「
夫そ

れ
2
江か
う

河が

の
大だ
い

な
る
は
三み
つ

日か

に
過す

ぎ
ず
、
飄へ
う

風ふ
う

・
暴ぼ
う

雨う

は
朝あ
し
たを

終を

へ
ず
、
日ひ

の
中ち
ゆ
うす

る
は
須し
ゆ

臾ゆ

な
ら
ず
。
今い
ま

趙て
う

氏し

の
徳と
く

行か
う

は
、
積つ

む
所
と
こ
ろ

無な

く
し
て
、
一い
つ

朝て
う

に
し
て
両
り
や
う

城じ
や
う

下く
だ

る
。
3
亡ほ
ろ

ぶ
る
こ
と

其そ

れ
我わ
れ

に
及お
よ

ば
ん
か
」
と
。
孔こ
う

子し

之こ
れ

を
聞き

き
て
曰い

は
く
、「
趙て
う

氏し

は
其そ

れ
昌さ
か

え
ん

か
」
と
。
夫そ

れ
憂う
れ

ふ
る
は
、
昌さ
か

ゆ
る
を
為な

す
所ゆ
ゑ
ん以

な
り
。
喜よ
ろ
こぶ

は
、
亡ほ
ろ

ぶ
る
を
為な

す
所ゆ
ゑ
ん以
な
り
。
勝か

つ
は
其そ

の
難か
た

き
者こ
と

に
非あ
ら

ざ
る
な
り
。
之こ
れ

を
持ぢ

す
る
は
其そ

の
難か
た

き

者こ
と

な
り
。
賢け
ん

主し
ゆ

は
此こ
れ

を
以も
つ

て
勝か
ち

を
持ぢ

す
、
故ゆ
ゑ

に
其そ

の
福ふ
く

後こ
う

世せ
い

に
及お
よ

ぶ
。

全
訳

　
趙
襄
子
が
（
部
下
の
）
新
稺
穆
子
に
翟
を
攻
撃
さ
せ
た
。（
新
稺
穆
子
は
）
翟

に
勝
ち
、
左
人
・
中
人
（
の
二
要
塞
）
を
占
領
し
、
早
馬
の
使
者
を
送
っ
て
、
こ

の
こ
と
を
（
趙
襄
子
に
）
報
告
さ
せ
た
。
趙
襄
子
は
ち
ょ
う
ど
食
事
中
で
あ
っ
た

が
、（
そ
の
報
告
を
聞
い
て
）
顔
を
曇
ら
せ
た
。（
そ
こ
で
、）
側
近
が
「
1
わ
ず

か
の
間
に
二
つ
の
要
塞
が
降
伏
し
ま
し
た
、
こ
れ
は
普
通
の
人
な
ら
喜
ぶ
こ
と
で

す
。（
そ
れ
な
の
に
）
い
ま
ご
主
君
が
心
配
そ
う
な
表
情
を
な
さ
っ
た
の
は
、
ど

う
し
て
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
趙
襄
子
は
、「
そ
も
そ
も
2
長
江
や
黄
河
が
氾

濫
し
て
大
き
く
な
っ
て
も
、
そ
れ
が
三
日
以
上
に
わ
た
っ
て
続
く
と
い
う
こ
と
は

な
い
し
、
は
や
て
や
激
し
い
に
わ
か
雨
が
朝
の
間
中
ず
っ
と
続
く
と
い
う
こ
と
は

な
い
。（
ま
た
、）
太
陽
が
真
南
に
あ
た
る
の
は
、
ほ
ん
の
一
瞬
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。
今
、
我
々
趙
一
族
は
、
よ
い
行
い
を
積
み
重
ね
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
も

な
い
の
に
、
わ
ず
か
の
間
に
二
つ
の
要
塞
が
降
伏
し
て
き
た
の
だ
。（
う
っ
か
り

す
る
と
）
3
滅
亡
が
我
々
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
答
え

た
。
孔
子
が
こ
の
話
を
聞
い
て
言
っ
た
、「
趙
一
族
は
繁
栄
す
る
だ
ろ
う
な
あ
」
と
。

そ
も
そ
も
、
心
配
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
繁
栄
へ
の
道
で
あ
る
。（
逆
に
、）
喜
ぶ

と
い
う
こ
と
は
、
滅
亡
へ
の
道
で
あ
る
。（
敵
に
）
勝
つ
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
で
は
な
い
。（
し
か
し
）
勝
ち
を
持
続
す
る
の
は
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

（
昔
か
ら
）
立
派
な
君
主
と
い
う
の
は
、
こ
の
考
え
で
勝
ち
を
持
続
し
た
。
だ
か
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ら
、
そ
の
幸
福
は
後
世
に
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め

・
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
内
容
を
つ
か
む

・
文
脈
か
ら
多
義
語
の
意
味
を
推
測
す
る

・
比
喩
表
現
の
意
味
す
る
内
容
を
押
さ
え
る

・
設
問
条
件
に
合
わ
せ
て
解
答
す
る

・
本
文
の
裏
か
ら
意
味
を
と
ら
え
る

・
解
答
要
素
を
意
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
字
数
を
割
く

・
漢
文
常
識
や
漢
文
の
典
型
的
な
展
開
を
踏
ま
え
て
読
む
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